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⽬的 固液界⾯または固体表⾯の熱輸送メカニズムを明らかにする

内容 独⾃の計算コードと分⼦動⼒学計算ソフトウェアLAMMPSの両⽅を⽤
いて、異なる濡れ性を有する基板上の⽔およびアルゴン液膜を解析し、固液
界⾯におけるKapitza⻑さを求めた。また、⼆つの固体表⾯間におけるフォノ
ン熱輸送を計算した。

結果 固液界⾯におけるKapitza⻑さは系の代表⼨法に依存し、ナノオーダー
からマイクロオーダーに変化する。また、ナノギャップを介したフォノン熱
輸送は、原⼦表⾯終端または電場に依存する。

利⽤した計算機 SQUID 汎⽤CPUノード群
ノード時間 4000 時間
使⽤メモリ 30 GB
並列化 2ノード並列


